
2016.10

24

　清水ふれあい農園は、震災翌年に東北福祉大学の学生と地域住民が協力して作った農園で、清水・新田地
区の仮設住宅に住むみなさんを中心に、農作業を通じた生きがいづくりの場となっています。農園の隣には、
ピザ窯やテーブル、広場もあり、さまざまな活動を通じて地域のコミュニティが育まれています。
　年に2回ほど、保健センターや子育て支援センターと一緒に収穫体験をしたり、学校に野菜を届けて給食の
食材として活用してもらうなど、地区以外にも開かれた地域活動を行っています。活動するみなさんは農園
で作物をつくるほか、「子ども応援団」の一環として、小学校校庭にある畑で子どもたちに野菜作りを教えてい
ます。学校の畑では大きなカボチャもできました。
　ふれあい農園は今後公園として整備される予定ですが、昨

年度の「公園づくりワークショップ」では水辺の
広場と一体的に使える町民農園を望む声も挙が
り、実現性を
検討していま
す。
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女川町のまちづくり活動のご紹介！
今回はみなさんが取り組む３つの活動をご紹介。あなたも参加してみませんか？

　子育て応援サークル「マザーズリング」は、保育所入所
時のお着替え箱づくりや、小児科や公園などの情報を共
有して子育て支援をしようと始まった、子育てをするお
母さんが集まってできたサークルです。
　最近は総合体育館で「カラダと心をスッキリ・元気に
HAPPYに」を合言葉にヨガレッスンを開催しており、小
さいお子さん連れのお母さんでも安心してヨガを楽しめ
るよう、社会福祉協議会の託児ボランティアさんの別室
託児を頼むことができます（お下がり会も同時開催）。
　子育て・家事・仕事…と、日々頑張るお母さんたちが
気持ちをリフレッシュし、子育ての悩みなどを気軽に
おしゃべりできる場がこのサークル。毎回、
初めて参加するお母さんもいるので、気軽
に参加できますよ。詳しくは、facebook
で「女川町マザーズリング」を検索してみま
しょう！

①お母さんたちの子育てを応援

②畑でふれあう！ 清水ふれあい農園

子育て応援サークル　マザーズリング
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◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.miyagi.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 @onagawatown 　で検索
　　　　○まち活LINE＠　LINEアプリの友達追加画面で　 @onagawatown 　をID検索

あなたの活動をみなさんに紹介しませんか？
まち活通信やSNSを通じて、町内のまちづくりの活動を発信しています。

下記の問い合わせ先までご連絡をお待ちしています。

　女川ネイチャーガイド協会では山の保全・管理、そ
して生物多様性や自然環境を学ぶ機会として、山・川
遊びや山歩きのガイドをしています。子どもたちが夏
休みの期間は、日帰りキャンプや水生生物探しなどの
体験型イベントの講師も務めています。
　「女川町の面積の約8割は山林で、そのうちのほと
んどは手入れが行き届いていません。林業をする人も
いない状況のため、女川町の豊かな自然を守っていき
たいんです。そこで、奥清水の土地を一部借りて、林
業体験などを行う場や活動の場としてログハウスを自
分たちの手で建て、伐採や苗木の植樹を行い、20年
かけて森を再生したいと考えています。急がず、自然
なペースで進めていきますよ」
　奥清水の渓流沿いを歩きながら、代表の青砥さんが
話してくれました。

　女川町には、サワガニやアユ・ヤマメなどが生息し、
きらきらと輝く川のせせらぎ、鳥のさえずりが聞こえ、
ツツジやサンショウなどが自生する森があります。女
川湾を囲むように連なる石投山・黒森山・大六天山に
は、女川や石巻の街並みが一望できるトレッキング
コースが整備されています。現在、散策路に繁茂して
いる笹薮を刈り取り、歩きやすいコースになるよう、
女川ネイチャーガイド協会の藤中さんが中心となって、
下草刈りを進めています。
　道をふさぐ笹などを電動刈り取り機で短く切り、刈

NPO法人　女川ネイチャーガイド協会
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③女川の自然を大切に育もう

【巷で噂!?　黒森山のトレッキングコース整備をご紹介】
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り取った笹は道の外側に寄せます。そ
の後、安全に歩けるよう点検しながら、さらに丁寧に刈り取りを進め、作業完了。この
ようにして、より広く快適な山歩きの楽しめる散策路ができていくんですね。
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作業完了


